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１ 研究の概要 

 

女性アスリートのメディカルチェックおよび動態解析を行い、その後に発症する外傷・障害を前向

きに調査し、それぞれの外傷・障害のリスクとなる因子を抽出することで、女性アスリートのスポー

ツ損傷の病態を解明する。 

 

２ 研究の目的と背景 

 

近年、女性のスポーツ参加は進んでおり、2020東京オリンピックでは女性選手の割合が49％と過

去最高を記録した。スポーツ外傷・障害の予防研究にはどのような損傷がどのようなリスクを持つ

選手に発生するのかという病態の解明が必要であり、怪我の発生を予防することは競技力向上

にもつながる。女性アスリートはその身体的特徴や身体の使い方が男性とは異なるため、外傷の

タイプ・頻度などにも差があるにもかかわらず、女性アスリート特化したエビデンス・予防プログラ

ムは少ないのが現状である。 

女性アスリートは身体的特徴や身体の使い方が男性とは異なるため、受傷しやすいスポーツ外

傷・障害のタイプや頻度などに男性アスリートとは違いがある。しかし、女性アスリートのスポーツ

外傷・障害に特化したリスク因子の探索研究はあまり行われておらず、そのため女性アスリートの

外傷予防に必要なエビデンスが不足している。本研究では女性アスリートのメディカルチェックお

よび動態解析を行い、その後に発症する外傷・障害を前向きに調査し、それぞれの外傷・障害の

リスクとなる因子を抽出することを目的としている。 

 

３ 研究内容 

（１）女性アスリートのメディカルチェックおよび動態解析 

① メディカルチェック 

研究参加選手に対してシーズン前にメディカルチェックを行う。身長、体重、体組成計測装置を用

いて筋量、体脂肪率の測定、測定者による関節弛緩性・筋の柔軟性測定、関節可動域の計測、

また筋力測定器による筋力測定、バランス評価、心理的競争力評価などを行う。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

測定風景 

 

② 動態解析 

参加選手のジャンプ動作などの基本動作及び競技特有の動作解析を行う。解析には4方向から

同時に動画を撮影し、関節中心を推定する人工知能を用いることで、マーカーレスでも各関節角

度や重心の位置などが解析可能である技術を使用する。 

 

（２）スポーツ損傷の発症状況調査 

女性アスリートの試合・練習時間、発生した損傷を記録し、受傷機転、離脱期間などの情報をチー

ム及び選手から前向きに聴取する。 

 

（３）リスク因子の算出 

各々の損傷に関して、メディカルチェックおよび動作解析で得られた各測定項目を解析することで

女性アスリート特有のスポーツ損傷予防の未知のリスク因子を解明する。それによりスポーツ損

傷の病態が明らかになれば、それに合わせた予防法を開発することで女性アスリートのスポーツ

損傷を減らし、ひいては競技力向上につなげることができる。 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるかについての展望 

 

本研究によって女性アスリートのスポーツ外傷・障害のリスク因子を明らかにし、病態を解明した

うえで、女性アスリートに合わせた予防トレーニングを開発することで、我が国の女性アスリートの

競技力向上を目指す。 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究のいちづけ 

 

スポーツ外傷・障害の予防研究に中で、非常に重要な位置づけである。 
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緒方徹、田中栄 前十字靱帯損傷を受傷する若年女子サッカー選手は走行中の足部内側におけ

る荷重が小さい：UTSSIスポーツ損傷予防プロジェクト 日本スポーツ整形外科学会2023（広島）
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川口航平、武冨修治、山神良太、河野賢一、水谷有里、武井聖良、鹿毛智文、村上亮、荒川嵩大、

田中栄、緒方徹 慢性足関節不安定症の着地動作における動的安定性の評価と男女差の検討：

UTSSIスポーツ損傷予防プロジェクト 日本スポーツ整形外科学会2023（広島）2023.6.29-7.1 
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藤原清香。緒方徹、田中栄 大規模前向き研究からACL損傷予防を考える：UTSSIスポーツ損傷

予防プロジェクト（シンポジウム）第34回日本臨床スポーツ医学会 2023.11.11-12.（横浜） 

 

７ 予想される事業実施効果 

 

本研究によって女性アスリートのスポーツ外傷・障害のリスク因子を明らかにし、病態を解明した

うえで、女性アスリートに合わせた予防トレーニングを開発することで、我が国の女性アスリートの

競技力向上を目指す。 

 

８ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

該当なし 

    

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

該当なし 

 

９ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 東京大学大学院医学系研究会整形外科学（トウキョウダイガクダイガクインイ

ガクケイケンキュウカセイケイゲカガク） 

         東京大学スポーツ先端科学連携研究機構（トウキョウダイガクスポーツセンタ

ンカガクレンケイケンキュウキコウ） 

住    所： 〒153-8902 

東京都目黒区駒場3-8-1トウキョウダイガク駒場キャンパス9号館3階 

担  当  者： 講師 武冨修治（タケトミシュウジ） 

担 当 部 署： 東京大学スポーツ先端科学連携研究機構（トウキョウダイガクスポーツセンタ

ンカガクレンケイケンキュウキコウ） 

E-mail：sportsinjurypreventionutssi@gmail.com 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://utssi.c.u-tokyo.ac.jp/member.html 


